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序章 はじめに
全国各地の農産物直売所の活況に，熱い期待と注目が
寄せられて久しい．農産物直売所のあるところでは人の
にぎやかさがあり，元気な声が行き交っている．また，
生産者も消費者も直売所を舞台として，生き生きとした
自らの生活を楽しんでいるように見える．
本稿でとりあげる山形県庄内地方においても，こうし
た農産物直売所の活況は例外ではない． （平成 ）
年に開設された旧櫛引町 あぐり と遊佐町の ふらっ
と を先駆けとして，この 年ほどのあいだに，庄内地
方の各市町村では次々と農産物直売所が設立されてきた．
（平成 ）年現在でみると，庄内地方の全市町村に
最低 つ，合計 ヵ所もの常設直売所が開設され，朝市
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あぐり と しゃきっと を検討対象として
や不定期直売所も含めればその数はのべ ヵ所以上を数
えている．
しかし，このように，どこの市町村にも常設の直売所
が整備される時代になってくると，農産物直売所同士の
競争がどうしても激化してくることになる．また，新た
な農産物流通経路として一般消費者から認知され始めた
農業者の直売活動に対抗して，大手流通業者なども取り
込み等の動きを強め，直接取引きやデパート・スーパー
内での農産物直売コーナーの設置も進み始める．庄内地
方の農産物直売所もいまや競争の時代に入ったと言える
だろう．
では，このような競争の時代，市場の拡大期から成熟
段階への移行という時代変貌に，各直売所はどのように
対処すべきなのだろうか？
競争の対策としては，各直売所が経営の精度を高める
と同時に，顧客本位の運営に取り組んだり，他の直売所
との差別化，一般小売店との違いの明確化をはかること
などが考えられる．しかし，こうした対策を進めるため
には，今一度，それぞれの直売所の設立経緯や立地条件，
地域特性などの特徴をしっかりと整理しなおして，それ
ぞれの直売所が自らの運営上の強みと弱みをきちんとふ
まえて，店作りや組織運営を行ってゆく必要があるだろう．
そこで本論文では，特長を生かした運営において庄内
地方を代表する二大直売所にあげられる旧櫛引町の農産
物直売施設 産直あぐり （以下 あぐり と略称）と
鶴岡市の農産物直売所 百万石の里 しゃきっと （以
下 しゃきっと と略称）を対象として，それぞれが，
どのような諸条件をふまえて，独自の運営方法や店作り
を作り上げてきたのか，その経緯を，聞き取り調査結果
に基づいて，ポイントに即して具体的に明らかにしてみ
たいと思う．そして，この分析を通じて，地場消費をめ
ざした直売所活動の展開の背後に認められる段階差や因
果連関のメカニズムをあぶりだし，今後も大いに期待を
かけ続けて行かなければならない地場農産物直売所運動
の展開の段階性や，直面することとなる問題群の一般的
な構造を明らかにしてみたいと思う．
第 章 農産物直売所 あぐり の分析 地域活性化と
生き甲斐の舞台作りとしての直売所
まずはじめに，第一の分析対象事例として，山形県旧
櫛引町の あぐり をとりあげよう．
あぐり は， （平成 ）年以降に顕著となった
庄内地方の直売所の設置活況化のまさに先駆けとなった
直売所であり，そのスタート時点からのめざましい成功
によって，それ以降の庄内各地の直売所設立をつよく動
機付け，牽引することとなった直売所である．
第 節 自然条件・経済的条件・社会的条件
あぐり は， 万都市，鶴岡市から国道 号線沿い
を南向きに，およそ 分ほど車を走らせた農村地帯に立
地している．最寄りには他の商業施設はなく，広大な水
田地域がしだいに月山山系にのぞみ始める庄内南部の山
麓地帯のふもとに立地する．国道 号線は，庄内と内
陸をつなぐ基幹道であり，休日を中心に，山形県内陸部
や遠く仙台市等と，庄内地方をむすぶ相互交通の要所と
して，多くの車が行き交うが， あぐり は，この基幹
道における，立ち寄り客需要をのぞむことが可能な，い
わば 道の駅 的な施設基盤をもった店舗として設置さ
れた農産物直売施設である．また，国道沿いに整備され
た あぐり の，その背後には，水田地帯としての庄内
には珍しいブドウ等の果樹地帯が広がっており，シーズ
ンには新鮮で安価な贈答用の果物をもとめた需要客があ
つまる地域でもある．
第 節 行政主導での設立経緯
直売所設置の端緒となったのは， （平成 ）年に
策定された， フルーツタウン構想 とよばれる地域活
性化構想と，その流れをくむ旧櫛引町役場主導の各種の
行政事業立案であった．
現在 あぐり が立地している旧櫛引町西荒屋地区は，
水田作が優先する庄内地方には珍しい果樹地帯であり，
以前からイベントの開催や個人の直売所などが散発的に
取り組まれていた．旧櫛引町役場は，水田転作面積の拡
大懸念等を受けた当時の農業情勢の中で，地域農業の活
性化の柱として町内の果樹栽培を取り上げ，苗木購入の
補助等の形で，新品目や新品種の果樹苗木の栽植拡充を
すすめ，また フルーツタウン という呼称のもとにさ
まざまな農業振興施策と地域振興施策を総合してゆこう
という構想を （平成 ）年に策定したのである．そ
して，このフルーツタウン構想の中核施設として，役場
では，補助事業導入をつうじた，果実の直売を目的とし
た施設設置を構想し，町議会や関係者への働きかけをお
こなうこととなった．
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しかし，当時は，バブル崩壊後の経済状況の中で，大
型バス・観光バスの来訪も減少し，山形県内陸部の道の
駅的施設が経営不振から倒産するといったニュースが相
次いだこともあり，この町の提案は，多数の町会議員ら
の強い反対によって否決され，以後，数年間，棚上げと
なる経緯を見ている．
しかし， （平成 ）年には再び，議会の反対を押
し切っても事業実現を図りたいと考えた町や地域の関係
者が種々の働きかけを強め， （平成 ）年度の 山
村振興等農林漁業特別対策事業 とよばれる国の補助事
業の許可を取得することとなった．そして，採択年度を
繰り越しての補助金活用の免許もついたため，この資金
的裏付けを足がかりとして， （平成 ）年に準備委
員会の設立等，本格的な準備がはじまることとなった．
役場側の当初構想では，事業実施母体として，町農協
への委託を考えていたが，打診に対して，半年ほどかけ
て，取り組めない旨の返事を，広域農協合併を控えた農
協側は返してきた．そのため，町役場が音頭を取りなが
ら，町内各地区での座談会を開催し，参加組合員募集等，
新しい組合作りをスタートさせることとなった．しかし，
当時は，庄内近隣はもとより東北諸県にも農産物直売所
はほぼ皆無であり，直売所の将来性についても懸念が
あったため，地域農業者からの反応は概して否定的で
あった．結局，施設立地の地元である西荒屋地区の農家
の参加希望等は比較的あったものの，その他多くの参加
農家は，区長等の役職者に対して，役場側等が強く参加
を要請し，なんとか初期組合員 戸を集めるという経緯
であった．初代の組合長となる渋谷耕一氏も，当初想定
していた組合長候補の急逝をうけて，町会議員もつとめ
る地域の実力者ゆえに，強く要望されての就任であった．
第 節 女性の地縁的ネットワークを生かした運営体制
作り
このような脆弱な運営母体の状況に転機をもたらした
のは，渋谷耕一組合長が発案した， あぐり 女性の会
の組織化であった．
渋谷耕一組合長は，以前から地域農業振興に力を注ぎ，
農工一体論を掲げて，自家の敷地内で直営の農産加工工
業の運営等も手がけてきた人物である．そうした過去の
経験ゆえに事業運営において女性のノウハウの活用が非
常に大切なポイントであることを理解していた．そして，
行政からの働きかけで名目上集められた男性参加者より
も，参加農家の妻や母等の女性たちの実質的な参加をは
かるほうが良いと判断したのである．そのために，参加
農家から必ず 名の女性を， あぐり 女性の会に参加
させ，研修等の案内も，参加農家の家単位ではなく，彼
女たち個別にも送付を図るようにした．
こうした働きかけは功を奏し，ほどなく運営の方針に
女性の会やその執行部の意思が生かされるようになった．
発足以後の運営体制の拡充に力を発揮したのも，この女
性の会における組合員農家の相互連携体制ゆえであった．
第 節 運営理念と店舗展開の経緯
渋谷組合長が，女性参加者たちに力を込めて語った運
営理念は次の 本の柱であった．
．生産者がこの農産物直売所に参加した事に喜びを
感じる事が出きるようにする
．地域に貢献する施設にしていきたい
．お客様に喜ばれる店でありたい
自分達も楽しく，地域にも貢献し，そして，お客さん
も楽しく． そうした人の輪と活気を，女性の力を結集
しながら作り上げてゆこうと呼びかけたのであった．
渋谷組合長は，事業の組み立てに当たって，毎年テー
マをかかげて取り組んだ．
（平成 ）年のテーマは， 農業をしていて，売
れる喜びをみんなが感じることができるものにしたい
とし，このテーマを掲げて，果樹の最盛期の 月に店舗
をオープンした． 月のオープンから，予想を上回る来
客者数で，同年 月までで目標売上額を大きく上回る約
億円の売り上げを記録した．この盛況によって，庄内・
内陸のみならず仙台のほうにまで名声が広まったことも
あり，この勢いを維持するため，当初は販売農産物に乏
しい冬期間の営業停止を予定していたにもかかわらず，
がんばって冬期間も続けて営業することを決定した．組
合長，おもしろいっけのー ．女性たちの声に示される
ように，掲げた理念がまさに現実化したのであった．ま
た，このとき出た利益については，当初は組合員で分配
しようと言う意見が多かったものの，その運営理念に
従って，地域に貢献するために農業振興に使う事を条件
に町に寄付をすることとした．
翌 （平成 ）年は， 夢と発想をもてる農業に取
り組む ということをテーマに上げ，冬場の品薄への対
処として農産加工に取り組み始めた．庄内地方では冬場
に農産物を生産するのは難しい．また夏秋の収穫期にも
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多くの規格外を捨てていた状況があった．そこで，塩蔵
や加工の為に，これまで畑に捨てていたものを持ち帰り
加工して，冬場に出せるようにしようとしたのである．
そのため，前年に町に寄付した売り上げ利益分も加味し
て，町や県・国に加工施設の設立を提案，了承をもらい
（平成 ）年より 加工あぐり として加工に取り
組み始めることとなった．また，直売所の売り上げ利益
分から，施設の備品の整備による店舗の改善や組合員の
店舗当番への賃金支払いをおこなう仕組みを整備し，直
売所運営への組合員参加の積極性の強化などにも取り組
んだ．その他にも，組織としての利益よりも生産者の利
益を重視すべきであるとの立場から，取り扱い手数料の
引き下げによる組合員の収入の増加をはかったり，お客
様への感謝と集客力の強化・お客様への利益の還元など
を目的に年 回のイベントを行った．また，前年は 月
からのオープンであったこともあり，果樹農家の売り上
げがとびぬけて高く，野菜農家から不満の声もでていた
のだが，翌 （平成 ）年には， 野菜部会 の設置
などを受け野菜農家の売り上げが大幅に上がったため，
そういった不満の声も聞かれなくなった．また，組合員
の新規参加もあらたに募ることとなった．理由は，品揃
えの確保もあるが，町の施設として，よりたくさんの農
家が利用できるようにするためだった．当初から参加し
てきた組合員たちの中からは，新規加入に反対の声も聞
かれたが，その反対を押し切って 回に分けて募集をお
こなった．このとき，当初から参加の組合員を納得させ
るために，バッティングしない作目を作っている人，ま
たは冬期間にも品物を積極的に出す気のある人という条
件をつけて募集をおこなった．
（平成 ）年のテーマは， 交流農業 であった．
直売所内に設置された軽食コーナーが交流の場となり，
さらに交流を広げていけるのではないかと言う考えを持
ち，食堂の開設までも考えられはじめたのである．この
直売所隣に併設された食堂の開設は，その後，経営上の
問題を抱えることとなるものの，翌 （平成 ）年の
月には実現することとなる．また，この年から町ぐる
みでの東京（青木小学校，神楽坂など）との交流活動も
開始されることとなった．
さらに （平成 ）年に入ると， 農業（電子
商取引） に取り組み始めた．これは，渋谷組合長が以
前にゆうパック販売を行っていた経験があるゆえに，あ
らたに取り組み始めた事業であった．また，スーパーで
産直ができないものだろうかと考え，仙台や山形のスー
パーと交渉し，販売を始めることともなった．
第 節 行政支援と物産品販売手数料を通じた運営基盤
以上のような， あぐり の多彩な事業展開を財政的
側面から支えたのは，種々の行政支援と，物産品取り扱
いを通じた手数料収入であった．
あぐり のためにつぎ込まれた行政支援の金額は莫
大である． （平成 ）年の施設の建設整備費 億
万円， （平成 ）年の加工施設の建設の際にも
万円の事業費，さらに （平成 ）年に増築されたレ
ストランの建設に関して 万円の費用，これらすべて
が国庫補助金と町の補助金によってその事業資金をまか
なわれており，参加組合員への負担は発足当初の 万円
の加入費用のみであった．毎年の経常的な施設賃料も，
町側からは求められてこなかった．
このような手厚い行政支援が， あぐり の多彩な事
業展開を支えた物的・経済的基盤となったことは，改め
て言うまでもないであろう．
なお， あぐり では，組合員の出荷する農産物・加
工品のほかに，外部からの物産，農協の物産，地域の八
百屋の販売する一角も設けており，その取扱手数料も，
施設運営の大きな基盤となっていることにも，事業の運
営基盤に関連して，ここでは注目しておきたい．
もちろん店舗の顔は，組合員の出荷する生産物である．
果樹や野菜のほか，水稲や花卉，山菜などの多彩な農産
物ばかりでなく，組合員手作りの加工品も， （平成
）年の加工施設の併設以降，盛んである．当初はジュー
ス類が中心であったが非常に好評であったため，その他
にも提案が上がり，ジャム類・もち類・漬物類・菓子類
などが生産・販売されている．
しかし，このような組合員自身の生産物以外にも，県
外客の需要にも応え，商品に幅を持たせる目的で， あ
ぐり の店舗内には，多数の物産品も置かれている．も
ちろん，物産品はお客が喜ぶものであること，できる限
り県内のものである事，どこにでもあるものではなくで
きうる限り あぐりにしかないもの を置けるよう業者
を取捨し，また，物産品が組合員が生産した農産物と混
ざらないようにしっかりと区分けした販売コーナーでの
扱いである．また物産品の場合には賞味期限やノルマの
問題があるため，買取方式はとらずに，業者からの手数
料をレジを通ったものだけから徴収することとし，商品
の管理は業者に任せると言う方法を採用した．そして，
この物産品にかけられた販売手数料が， あぐり の運
営を支える大きな収入源となっているのである．
具体的に見てみよう． あぐり では，発足以来，組
合員の生産物の手数料は極力抑えることに力を注いでき
ており，最低時はわずか ％， （平成 ）年現在で
も ％であった．それに対して，業者の手数料は当初よ
り ％水準に設定された．そのために，例えば組合
員の 年を通しての売上が 億円近くであったばあいで
も，組合員手数料 ％換算で 万円の手数料収入であ
るのに対して，業者取り扱いは 万円ほどの売り上げ
でも，業者手数料 ％換算で 万円の手数料収入とな
る．つまり，実に 分の の売り上げで，ほぼ同額の手
数料収入をもたらすのである．
以上のように，組合長のリーダーシップのもと，女性
の感性，そして地縁的な人と人とのつながりが作り上げ
る あぐり の多彩な事業展開を裏でささえているのは，
行政組織からの多大なバックアップと，業者物産品取り
扱いに課された取扱手数料である．このような側面に，
あぐり の直売組織運営における，もうひとつの重要
な特徴づけを確認することができるのである．
なお，行政組織から多大なバックアップをうけて運営
されているという状況と，本質的には裏表の関係にある
のだが，行政が提案するさまざまな交流活動事業に，あ
ぐり は組織として，つねに積極的にかかわっている点
も，特徴的である．
具体的には，各種の交流イベントの開催，ふれあい農
園の設置，地域福祉への参画，都市農村交流の推進，そ
して地域交流，グリーンツーリズムでの行政とのつなが
り，出張販売や修学旅行の受け入れ等である．
第 節 小括
以上，庄内地方の産直施設興隆の先駆け・牽引の役割
を担った， あぐり の発足準備から直売所オープン後
年ほどの期間のあいだの動向を，事業展開のポイント
となった諸側面に注目しながら検討してきた．
ここには，農村地域のもともとの保守的風潮の基盤が，
全く新しい地域農業のあり方としての地場産直施設開設
と運営にむけて現実に動き出す上で，役場組織と一部の
先駆者の強力なリーダーシップ，そして行政補助金の投
入の役割が大きかったことが示されている．また，こう
した上からの働きかけに応えて，そこに提示された可能
性に向けて，多数の人間が意欲を持って直売所運営にか
かわり始めるにあたっては，伝統的な地域社会の地縁的
つながりが重要な役割を果たしたことが示されている．
さらに，ここで重要なのは，これまでの戦後近代化過
程の農村地域の進みゆきとは端的に不連続な，地場産直
活動という新たな試みのスタートに主体性を持って参加
し始めたメンバーの中心となったのが，各農家から代表
として参加されることを求められた女性達であると言う
ことである．
あらたな試みには，新たな主人公が求められる．その
新たな主人公の役割を，直系家族労作経営という枠組み
のなかで，従来はどちらかというと陰の支え役と位置づ
けられてきた女性たちが，積極的に担うことで，はじめ
て地域社会のある種の動員過程が実現し始め，大きな取
り組みとなっていったのである．
第 章 農産物直売所 しゃきっと の分析
つぎに，庄内地域における直売所展開メカニズムを考
察する上で，もうひとつの典型事例に位置づけられる鶴
岡市の直売所， しゃきっと を検討してみたい．
しゃきっと は，庄内地方における直売所展開にお
ける，後発型直売施設の代表格といえる直売所である．
庄内地域における直売所の認知度が急速に高まり，消費
者側の直売所展開にむける期待が格段に高まっていった，
いわば産直ブームとも言うべき時代状況をうけて， 万
都市，鶴岡の分厚い地場消費需要をにらみ，十二分の発
足検討準備を重ねた上で発足した，庄内を代表する直売
施設である．この しゃきっと の展開の道筋と特徴を，
あぐり 同様にポイントに即しながら，以下では整理
してゆきたい．
第 節 自然条件・経済的条件・社会的条件
鶴岡市は，人口約 万人，農村景観が一般的なこの庄
内地方にあって，都市型消費人口を抱える，人口規模で
は県内第 位の地域の中核都市である．庄内地方には
（平成 ）年に庄内空港が開港，また （平成 ）
年には東北横断自動車道酒田線が開通するなど，この
年ほどのあいだに，首都圏や内陸地方からの交通アクセ
スが飛躍的に向上してきているが，鶴岡市は，この条件
を生かして，その城下町としての歴史や伝統，豊かな自
然を積極的に売り出すことで，観光客誘致にも近年力を
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的なあり方について検討を行い始める．そのなかで，農
協からは，経営は農協を頼ることなく利用者自らの責任
で行うことを強く要請されたことをうけて，最終的には，
施設自体の建設は農協が主体となって取り組み，建物完
成以後の管理運営は利用組合を組織して参加者自らが自
主的に管理運営するという，事業組合方式での直売施設
の発足の基本合意がなされることとなった．そして，
（平成 ）年 月には「設立準備委員会」が発足し， 借
金はしない 方針をまず第一に確認して具体的な計画検
討に入った．
年が明けて （平成 ）年の 月から 月にかけて
鶴岡の各組合員に対し 各支所を巡って説明会を
開き，各戸に加入申し込みを配布した．また， 人でも
多くの参加者を募るためにグループ加入を容認すること
とした．こうして最終的には 名の加入申し込みを集
める事に成功し，ようやく （平成 ）年 月 日に，
産直施設利用組合 しゃきっと が正式に設立されるこ
ととなった．
翌年 （平成 ）年からは，農協が事業主体となっ
て平成 年度経営構造対策事業の経営多角化等施設整備
事業を受け，施設建物の本格的な建設がはじまることと
なった．この事業は農業構造対策産地形成促進事業であ
り，事業規模 万円のうち国庫補助金は 万円，
鶴岡市補助金は 万円をうけ，残りを 鶴岡の自
己資金 万円の投入でまかなうという形を取った．
さらに，施設の建設と同時に役員の選任，店長の採用，
名称の選定，加入金額の決定等々が進められ，また，先
進直売所の視察を重ねながら，直売施設での販売方式や
運営方法の詳細が検討計画された．
当時の庄内には，前述の あぐり をはじめとして，
既にいくつもの直売所が開業しており，同じエリア内に
ほぼ同規模の既存直売所がある中での開業であったため，
その発足に際しては，他の直売所とは違った個性を出す
ことが必須条件とされた．このため しゃきっと では，
清潔 明るい 広い 楽しいショッピングができる
鶴岡市民の台所を目指すという理念を鮮明に打ち出すこ
ととなった．すなわち，従来型の直売施設では，ややも
すると生産者の立場優先の姿勢が見られたのだが，その
点を根本的に改めて，いわば，消費者の立場を最重視す
ることとしたのである．
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入れている．
産直 しゃきっと は，この鶴岡の，市中心部からそ
れほど遠くない市内の国道バイパス沿いに立地している．
しゃきっと は，庄内地域では後発の直売施設建設
ということで，その立地選定にあたっては商圏をいかに
見込むかが強く意識された．たとえば，マーケティング
専門家からは，目安として食料品等の商圏範囲は半径お
よそ 程度と言われ，また，野菜等をあつかう農
産物直売所のみで，日々の日用品需要にむかう客足を引
きつけることは不可能である，日々の実需客をコンスタ
ントに見込むためには，集客力のある日用品スーパーの
半径 メートル以内に近接立地し，日用品買い物客の
購買需要を直売施設側にも引き込むことが重要である，
等とよく指摘されるのであるが， しゃきっと は，そ
うした小売業のプロたちのアドバイスをふまえて，鶴岡
市内の周縁部に展開する当時のショッピングモール型の
大規模生協やその他の食料品スーパーの近傍であり，か
つ，新潟と秋田をむすぶ国道 号線のバイパスぞい国道
に位置することで，観光客や内陸部の海水浴客等までも
需要先として見込むという，いわば，選び抜かれた立地
環境に設置された．
第 節 設立経緯と運営理念
実際の設立に向けた準備も入念である．
鶴岡市では市役所駐車場を用いて， （平成 ）年
から休日の早朝の時間帯に朝市が開催されており，この
実績から市内の消費者の地元農産物に対する購買意欲が
高い事が事前に確認されていた．また，鶴岡市の農協組
織である 鶴岡は，従来から，米穀やメロン・花卉等
で，もっぱら首都圏出荷を中心としたマーケッティング
に力を注いできており，地元消費を目指しての取り組み
は非常に低調であったのだが，バブル崩壊後の日本経済
の失速と首都圏向け系統共版事業の不振を背景として，
あらたに 直売所を地元農産物の情報発信基地 にして
地元販売への突破口にしたいと考え始めていた．
こうした時代状況を背景として，前述の櫛引町直売施
設 あぐり の躍進がめざましかった （平成 ）年
月頃，朝市など様々な直売活動に早くから積極的に取
り組んでいた菅原幸一郎氏に， 鶴岡から，農産物直
売所設立の打診がされることとなった．その後，菅原幸
一郎氏は，鶴岡でも著名な農業経営士である佐藤祐三氏
を引き込み，農協や役場組織も同席の元に，組織の基本
第 節 高い経営能力と栽培技術を持ったリーダーに牽
引された運営体制
しゃきっと の運営体制の特徴は，前項の あぐり
でみたような，女性たちの地縁的ネットワークを生かし
た運営体制づくりとは異なり，厳しい経営管理理念をか
かげる役員の強いリーダーシップに牽引された事業理念
先行型の運営体制であった．
運営理念としてかかげられたのは以下の 点である．
．常にお客様の立場に目線を置き，組合員のわがまま
を絶対に表に出さない事
．地元消費者を大切にし背伸びをしない経営に勤める事
．管理・運営・経営手法は完全民営で全て自己責任で
あること
．販売される農産物はすべて鶴岡産にこだわり，旬の
素材・旬の味覚を旬の時期に味わってもらう事
．お客様にはショッピングを楽しんでいただくために
施設の管理・雰囲気作りには限りなく細心の心配りを
心がける事
経営管理の中心を担ったのは，三役会と理事会であっ
た．あらゆる出来事をこのメンバーでは協議し，また，
多数決ばかりでは責任を持った大局的な正しい判断がで
きないとの判断から，組織内で運営方針等で意見が分か
れるような事案については，最終的には組合長が責任を
持って判断し結論を下すことに躊躇しない．しかし，総
会においても理事会決定事項がひっくり返されるという
ような事はまず無いのだが，日々の活動や総会の場でも
時間をかけて組合員の意見を積極的に取り入れながら，
柔軟な軌道修正も心がける，といった運営のあり方も重
視された．
店舗の運営体制は，以下のような形でおこなわれた．
．人員体制としては，店舗責任者としての店長と 名
の店員を，専従の形で組合が直接雇用する．この他に
組合員が交代制で売り場に立つ．
．営業時間は， 月 月が午前 時 分 午後 時，
冬期間の 月 月は午前 時 分 午後 時 分．
．商品搬入は，朝午前 時 分から 時 分までの時
間内に，各組合員が責任を持って商品を搬入，陳列．
原則として当日の夕方には各自売れ残り品を回収する．
．販売代金の決済は，毎週金曜日締めで，店舗運営の
販売手数料を差し引いたうえで，翌週の火曜日に各組
合員の口座に振り込む．同時に精算明細書がバック
ヤードにある各組合員の状差しに配布される．
店舗運営では，店舗で扱う農産物の品質は最高級品を
揃えることに最大限の努力が払われた．ただし，共販・
共選の企画に合わない形や大きさの品物はそれなりの価
格で販売する事が可能であるという部分に，生産者の直
接販売のひとつの大きなメリットがあるので，いわゆる
共選のような杓子定規での基準はとらない．しかし，汚
れや痛み，量目不足，おいしくない農産物，バーコード
の間違いなど期待を裏切ってお客からクレームが出るよ
うな商品は，点検して有無を言わせずバックヤードにお
ろす．また，売れ残り商品のディスカウント販売はせず，
品質が低下したら売らずに生産者の責任で持ち帰る．売
れ残りを翌日再度売ることも決してしない．こうした厳
しい方針を掲げた．これらの決まりを徹底したため，ほ
どなく品質については市民から高い信頼を得る事に成功
した．
また，商品の品質点検は，組合長と店長の両名が中核
となって責任を持って行うという体制で臨み，組合長は
生産者の立場から，店長は消費者の立場から商品の点検
を行うことで，厳しい品質チェックを行った．直売組織
は，生産者自身の直売活動であるために，ややもすると，
農家の側の視点に立って，天候や作柄を理由に弁護しが
ちになる．しかし，そんな事情は消費者には知りようが
ないのだから，店にはいつでも消費者が望む品質の商品
が置いてあるという状態を実現しなければならないのだ
と，店長が消費者の立場を代表して厳しい点検を行うこ
ととしたのである．このような取り組みの中で，組合員
からの批判がでることなく，スムーズな運営が実現でき
たのは，点検を行う立場にある組合長自らが，率先して，
誰にも文句のつけようがないすばらしい品質の農産物を
直売所に出荷し続けてきたためであり，組合員を引っ張
るリーダーシップを自らが責任を持って体現して見せた
ためであった．店を開けたら言い訳や甘えは許されない，
即プロにならなければならない．これが組織の経営を
引っ張った役員層の， しゃきっと の運営を貫く基本
的な理念であった．
また，店舗開店の準備段階では，消費者に安心して農
産物を購入してもらうため，関係機関の協力を得て，全
組合員を対象として， 法，食品衛生法，計量法，
景品表示法，農薬安全防除，地産地消の役割等について
研究会を重ねてきたのだが，これらも前述の基本理念の
端的な現れといえよう．
ちなみに，プロ意識の徹底という点で言えば，たとえ
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ば，通常の直売施設では，商品の価格も出荷者が自分で
付けるという方式のなかで，ややもすると生産者は弱気
になり，安値販売に走ってしまう傾向があるのだが，
しゃきっと の役員層は，こうした後ろ向きの姿勢を
諫めて，組合員の皆に，常に強気の値段をつけるように
という助言も行っている点も興味深い．バックするので
はなく前進しろ，できるだけ高値をつけて，それに見合
う品質の商品供給を，プロ意識を持って続けるべきだと
呼びかけたのであった．
第 節 直売所として自立し得る経営基盤の確立
このようなプロ意識の徹底は，直売組織全体が自立し
得る経営基盤の確立を，発足当初から強く意識するとい
う点にもはっきりと現れている．
しゃきっと は，総資産が 万円を越える事業で
あるので，当初は少なくともその ％約 万円の自己
資本を持つ事を目標に，出資金を集めなければならない
とされ，組合員の出資金は一口 万円にしようと考えら
れていた．しかし，全参加組合員からそれだけの多額の
現金を徴収することは現実的には不可能であり，一括支
払いでは 万円が限度とされたため，残り 万円を集め
る次善の方策として，役員層は消費税の部分に注目した．
そして，当時の税法上は，組合の売上規模（生産者の直
売施設であるため，この場合は組合としての手数料収入
等の合計金額を指す）からいって，消費税の徴収義務は
ないにもかかわらず， ％の消費税を外税方式で店舗で
は販売し，組合員にはこの ％の消費税分をつけて支払
わずに“出資預り金”という勘定科目で 口 万円に到
達まで積み立てをして貰うという方式をとったのであっ
た．こうして，当初の入会金としての 万円は しゃきっ
と の収入として計上し，残りの 万円は しゃきっと
の自己資本つみたてと位置づけた．これは預かっている
と言う形をとることで，課税対象とならないように税務
対策上では注意を払ったためである．なお，このように
して集められた積立金は，その後の具体的な運営過程で，
一人あたり 万円もの高額な積立金は必要ないことがわ
かってきたために，開業 年目ごろに， 万円の中から
万円を残して，残りの金額に ％の利子をつけて組合
員に還元することとなった．その後さらに 度にわたり
減資を行い， 年現在では出資金は一人あたり 万円
となっている．いずれにせよ，直売組織の発足当初から，
“自己資本”の積立を重視するというその姿勢に，組織
全体の経済的自立を目指す強い意志を認めることが出来
るのである．
なお， しゃきっと では，参加農家の活力を引き出
す手法もきわめて経営主義的である．例えば，数年間の
運営をへて，帳簿記録の分析から しゃきっと の損益
分岐点が 億 万円程度であることがはっきりとする
と，この損益分岐点売上高を組合員数で除した平均額を
基準として，それ以上の売上を上げた場合には，その超
過部分に見合う出荷奨励金を，傾斜配分で生産者に利益
を還元する事とした．この方式をとることで，きちんと
がんばっている人に焦点を当てて，努力に見合った 公
平 な利益還元という仕組みを実現したのである．これ
によって，組合員の出荷意欲の醸成に貢献し，各組合員
の売上増加という結果を導き出すことにも成功した．
また，一般に，常設直売所の多くは，その施設を無償
で利用している場合が多いのだが，当組合では建設時に
補助残として 鶴岡が負担した費用部分（総事業費の
約 ％）や施設の償却費，固定資産税，資本利子等を毎
月，施設利用料として 鶴岡側に支払うという形を主
体的にとっている点も，他の直売所とは大きく異なって
いる．
さらに，売上不振で赤字欠損が発生した場合には，自
立と言う方針から，赤字欠損部分は組合員の売上金額に
応じて賦課徴収する事も決めている．
加えて，販売金額の管理方法としても， システ
ムの導入を設立の準備段階から計画し，経理ソフトと
バックデータの管理にかかわるシステムを業者に作らせ
ることで，自分たち専用のシステムを事前に準備した．
このシステムを利用することで，ありとあらゆる経理管
理を店長 人で簡単におこなうことが可能となり，人件
費部分で見ても大幅な経費削減を実現している．
いずれにせよ，このように経営主義的な理念を明確に
掲げて組織を動かして行くためには，強いリーダーシッ
プに対する組合員からの全面的な信頼を勝ち得ることが
必要である．そのためには役員たちの努力も厳しい規範
性に裏打ちされていなければならない．その結果，例え
ば，組合長，副組合長，店長の三役は，経営のリスクの
すべてをかぶるわけではないものの，組織の運営には全
面的な責任を持ち，たとえば，組合が 万円を越える
ような欠損金を出した場合は，その責任をとって全員が
辞職する事を理事会で確認したりもしている．また毎日
の売上金額等の成績も，組合長本人部分も含めて，全員
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分が，組合員全員に対して ％オープンにされ，その
すべてが しゃきっと 店舗内の黒板に記載され，組合
員はそれを毎日確認する事ができるようにもされている．
以上のように， しゃきっと は全体的に非常に透明
性の高い業務管理を行っており，その過程に誰も手心を
加える事ができない仕組みをとっている．さらにそれら
の仕組みやあらゆるデータを積極的に情報公開しながら
運営している．そして，このような取り組みを束ねてい
るのが，リーダー層への高い信頼なのである．
第 節 消費者本位の売り場作りと商品陳列
しゃきっと が掲げる消費者本位の姿勢は，その売
り場作りのあり方にもはっきりと現れている．
すなわち，組合長と店長は毎朝，組合員が搬入してく
る商品の外観や表示ラベルの内容をチェックし，商品の
品質レベルの維持と販売上のトラブルを未然に防いでい
る．また，前述のように，鮮度に強くこだわり，原則と
して売れ残り品は翌日販売しない事としている．これは，
組合員にとっては非常に厳しい取り決めなのだが，この
方針が，消費者からの高い評価を生み出し，食品スーパー
や八百屋に対する優位性を確保する基盤ともなっている
のである．
また， しゃきっと は，店作りにあたって，照明を
できる限り明るくする事で，明るい雰囲気を作り，それ
によってショッピング感覚で野菜を買ってもらえる工夫
をおこなっている．他にも，障害者のことを考えて，通
路をできる限り広く取り，取棚も車椅子を考慮して垂直
な側面ではなく，下に潜り込めるようなタイプにした．
さらに，子供が買い物についてくることも考慮して，柱
に野菜のキャラクターをつける等の対応もおこなった．
このような店舗づくりには，多額の費用負担が発生する
のだが，このような設備を整える事でより消費者本位の
売り場作りということを優先したのであった．
なお，農産物直売所の商品の陳列方式も，しゃきっと
は他の直売所と異なり，きわめて特徴的な形をとった．
すなわち，当時の庄内地方での直売所では，個人の領分
をはっきりと分けたコンテナ方式での運営が一般的で
あったのだが， しゃきっと では，お客様の 買いや
すさ を最優先して平台方式を採用したのである．この
平台方式をとると，各組合員の商品が互いに隣り合わせ
に並ぶこととなり，そのために，早く売り切れる商品と，
いつまでも売れない商品の差が大きくでることとなって
しまう．こうした結果をいやがって，また参加者の平等
を重視するという立場から，当時の直売所の多くは，コ
ンテナ方式での販売が太宗であったのだが， しゃきっ
と では，これを，良い意味での組合員間の厳しい競争
を培い，組合員全体の生産・商品管理技術の向上と，販
売商品の品質向上に結びつくものと捉えて，積極的に取
り組んだのであった．
第 節 小括
以上，庄内地方の産直展開における後発型の組織の代
表事例である，農産物直売所 しゃきっと の発足準備
からその後の事業展開の経緯を，運営方針を貫くその経
営主義的な理念に焦点を当てながら整理してきた．
この しゃきっと の取り組み経緯には，庄内の地場
直売市場の成長期の代表事例である あぐり とは明瞭
に異なる，市場の成熟段階期の 後発型 の直売所の特
徴が端的に現されている．
例えば，何故 しゃきっと の発足は後発であったの
かという点．これは，従来は，この本格的な農業地帯で
ある庄内地域の専業的農業者層にとっては，世帯を支え
るにたる現金収入源としては，大都市の消費需要向け販
売ばかりが重視されて，貧弱な地場消費需要などは顧み
られることもなかったという事情を考えてみればよい．
しかし，その状況は，バブル崩壊以降の 年代におけ
る日本の経済の慢性的不況化のなかで全国的にも大きく
変貌しはじめる．そして，この典型的な農村地域である
庄内地方にも，前章の あぐり の検討で見たように，
産直ブームとも呼ぶべき時代が， 年前後から出現し，
時代変貌のうねりが，ようやく本格的に庄内地方の中核
的な専業農家層にまで及び始めてくるのである．そして，
この時代変貌を受けて，満を期して立ち上げられたのが，
本章でとりあげた直売組織 しゃきっと というわけで
ある．
それゆえ，ここでいう 後発 という言葉を，出遅れ
という意味で受け止めてはならない． 後発 するには，
後発 する理由があるのであり，それは，世帯の現金
収入に責任を持たなければならないという専業農家層の
現実の重しの反映なのである．
このように考えるならば，本章で詳しく検討してきた
ような，後発型の直売組織 しゃきっと を特徴付ける，
きわめて厳しいその経営主義的理念の，その根拠も明瞭
に理解できるに違いない．
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つまり， しゃきっと において，経営主義的理念が
高らかに掲げられ，また，その呼びかけに共鳴して組織
が取り組みを進めることになった本質的な原因は，地域
の本格的な専業農家層が地場流通に正面から向き合い始
めたということの反映に違いないのである．換言すれば，
従来の大都市部の大量消費ばかりを本質とみていた専業
農家層が，市場条件の変貌を受けて，その現実的な判断
を転換させ，それゆえに，小規模農家層ばかりが中心の
段階では掲げることの出来なかった，厳しい経営理念を
正面に掲げて，地場の直売所における販売取り組みに大
挙して本格的に参入し始めてきたことの結果なのである．
終章 総 括
直売所というのは，その字のごとく，生産者が消費者
に，自らが作った農産物商品を 直接 販売することを
目的に設置されるものである．
このような販売方式は，古くから取り組まれてきた農
産物販売の，もっとも基本的な形態ではある．しかし，
戦後の高度経済成長期以降，つい近年まで，基本的には
衰退・縮小してきた営みであった．しかし，この農家の
直接 販売という方式が，この 年ほどのあいだに各
地で急速に脚光をあびるようになってきた．その背景に
は， 従来型の，大都市圏需要をめざした，農業政策や
農協組織等という制度的な足場に依拠した，農業収入確
保の構造の変質が進む中で，農業者たち自身が生き残り
をかけて，新たな販路模索を強めてきたということ，ま
た， 同様の理由から，平等取り扱いを原則とする農協
共販体制下での販売方式の歪みの是正を農業者自身がつ
よく意識せざるを得なくなってきたと言うこと，さらに
は， 消費型生活スタイルの反映とも言うべきさまざま
な近代市民社会的理念が農村地域にも遍く波及し始め，
消費を通して自身の存在価値の確認するという現代的な
価値意識が成熟してゆく．その結果，農村地域でも，安
全・安心・新鮮といった，本当の意味での品質要求がま
すますつよめられてきている，等々という現代的な事情
が存在しているに違いない．
しかし，生産者側と消費者側の双方に直売所的な流通
形態への希求が，たとえ潜在的に存在し，意識の中で高
まってきたとしても，それが現実の直売所興隆という行
為や形となってあらわれるためには，いくつもの障害を
乗り越えなければならない．
ここを考えるとき，庄内地方における農産物直売所設
置の先鞭をきったのが，なぜ あぐり であったのかと
いうことが見えてくることになる．
すなわち，庄内地方での直売所展開を見る限り，当初
の事業展開を先導したのは，やはり，高度経済成長期以
降，面々と続いてきた，行政主導型の事業構想と資金投
入であったのである．
しかし，もちろん行政主導のみで多数の人々の主体的
参加がなされ，事業が動き始めるわけはない．本稿で見
てきたように，行政側が準備したその物的な基盤をうけ
とめて，現実の事業運営へと結晶させていったのは，開
明的個人の強いリーダーシップと，女性を中心とする地
縁的な地域社会関係との結合であった．その両者が結び
つき，良い意味での，地域活性化と生き甲斐の場作りへ
と動きはじめることではじめて，庄内地域における地産
地消的な運動の興隆の口火は切られることになったわけ
である．
しかし，やがて，この新しく始まった直売所活動の活
況自体も従来型のスーパーマーケット等も巻き込みなが
ら農村地域全体に広がり，しだいしだいに競争環境も厳
しさを増してゆく．一方で，直売活動も一つの有望なビ
ジネスモデルであると改めて認識し直した専業的農家層
も，一人また一人と，直売活動へさまざまな形で参入し
始めるという時代になってきた．
このような時代の変貌を肌身で感じながら， 万都市
という需要圏を目の前に控え，綿密な準備と，高い経営
主義的な規範性をかかげて，直売所に新しい風をふきこ
んだのが，後発型直売施設の代表格たる しゃきっと
であった．
この しゃきっと が掲げるのは，まさに，都市部の
一般小売業者たちが取り組むところの，プロの自覚に裏
打ちされた経営主義的な事業理念である．それはまた，
生き甲斐の場作りや地縁的な仲間の和を重視して展開し
てきた従来の直売施設運営ではあえて触れられなかった
様々なタブーや，ある種の甘えに，鋭く切り込むような
主張でもあった．
そして，本稿ではあえて詳しくは触れなかったけれど
も，この しゃきっと 等が掲げた新しい直売所の運営
理念は，その当時の庄内各地の先発型直売所活動の，そ
の表面的な運営の華やかさの陰に隠されていたさまざま
な運営基盤の脆弱性を，やがてはからずも現実的に露呈
させ，自覚させることとなってゆくのである．例えば，
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本稿で検討対象とした あぐり でも，組合長の交代と
いう出来事などを挟みながら，やがて，コンテナ型販売
方式から平台型販売方式への転換や，物産品取り扱いの
縮小，そして，生産者手数料の引き上げ等，経営基盤の
再構築に向けた，洗い直し作業が急ピッチで取り組まれ
てゆくことになる．こうして，庄内地方の各農産物直売
所は，その市場拡大期の盛況から，新たな市場成熟期へ
と足を踏み入れ，その新たな課題に取り組みはじめるこ
とになるのである．
最後に，以上のような分析を踏まえて，直売所活動の
展開の背後に認められる因果連関のメカニズムと，その
段階性・類型性を，概念的にまとめて提示しておきたい．
まず地場直売市場成長期にみられた，地域活性化と生
き甲斐の舞台作りとしての直売所の展開においては，以
下のような段階性を認めることが出来るであろう．
．試行錯誤的な販売努力（単価の高い果樹等の商
品地域を先行として）
．行政投資という孵卵器
．地縁的な条件や社会関係を十二分に生かし切っ
たうえでの運営の成功
．社会的認知度のアップと，行政的支援の拡充，
事業多角化の進展
つぎに，地場直売市場成熟期における，専業農家層の
経営的生き残りの拠点づくりとしての直売所展開におい
ては，以下のような段階性を認めることが出来る．
．専業的農家層の販売不振と，経営方向の転換模索
．専業的な経営者意識をもった人々の地場産直市
場への本格的な参入開始
．直売組織内部における，生産者姿勢の分裂と整
理の必要性の高まり
．市場成熟期移行にともなう，従来の表面的な運
営の華やかさの陰に隠された，運営基盤の脆弱
性の露呈（華やかな 次産業化論と，自己資本
的な基盤認識の甘さ）
．こちらの都合から あちらの都合優先へ（生産
者利害優先から，消費者利害の第一義化へ）
．経営主義的な理念の堅持による，組織運営の再
整理と再出発
競争的環境の中で，今後の運営方向を明確に描くため
にも，ここであえて整理したような，直売所の展開論理
の段階性をはっきりと踏まえながら，各直売所が，それ
ぞれに歩んできた事業展開の経緯を整理し，自らの運営
上の強みと弱みをはっきりと自覚しながら，事業戦略を
再構築してゆくことが求められるであろう．
世界資本主義の大規模な構造転換期を迎えた今日，本
当の意味での地産地消のさらなる興隆は，これから将来
の農村地域の健全な維持・継承にとって，一大事たる重
要課題である．本稿の分析は，当事者性を欠いた単なる
批評的分析の域を出るものではないけれども，今後の地
産地消運動がつぎの時代の一つの足場として成長して行
くことを心から願っている．
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